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【内容要旨】（1,200 字以内） 
背景：がん検診の効果を大きくするためには受診率を向上させる必要があり、手紙や電話に

よる受診勧奨、公費負担によるがん検診自己負担の撤廃、対象者に対する教育などといった

検診関連方策が受診率を向上させることが先行研究から知られている。こうした介入を国

家単位で実施し、その実施状況を管理するシステムを形成し得た一部の先進諸国では高い

がん検診受診率が達成できているが、本邦においてはこうしたシステムの構築はなされて

おらず、がん検診受診率の低迷が問題となっている。先行研究から、本邦では検診提供者の

有する医療的・財政的資源の多寡ががん検診受診率に影響する可能性が示唆されており、こ

のことから我々は、検診提供者の医療的・財政的資源の多寡が検診関連方策に影響し、さら

に検診関連方策が検診受診率に影響するというメカニズムがあると仮説を立てた。 
対象と方法：オープンデータの政府統計を用いて 2016 年の本邦における都道府県別がん検

診受診率を算出した。これに影響する変数として、同年の都道府県別の財政的指標と検診に

関連した政策に関するデータ、平均世帯年収、高齢化率をオープンデータベースから取得・

算出し、分析に用いた。上述したメカニズムを分析するために共分散構造分析を実施した。

分析では検診関連方策、医療的・財政的資源という２つの潜在因子を仮定した。これらの因

子と高齢化率、平均世帯年収ががん検診受診率に直接影響し、医療的・財政的資源は検診関

連方策に対して影響を与えると仮定しモデリングを行った。 
結果：胃がん、肺がん、乳がんでは概ね似通ったモデルが構築でき、モデルの適合度指標も

許容可能なものだった。これらの癌種では検診関連方策ががん検診受診率に直接的な影響

を及ぼしていた。医療的・財政的資源は受診率に対して直接的な影響を与えておらず、検診

関連方策を通して受診率に間接的な影響を及ぼしていた。子宮頸がんでも同様のモデルが

構築できたが適合度指標が不十分であり、他の要因の影響が大きいと推察された。大腸がん

では適合度指標が不十分だったため参考にとどまるが、他 4 癌種と異なり検診関連方策は

受診率に直接的な影響を与えていなかった。 
考察：今回の分析によって、検診関連方策が受診率に直接影響し、同時に医療的・財政的資

源が政策を通して受診率に影響する可能性が示された。財政的な逼迫や医療資源の不足が

検診事業の縮小を引き起こす可能性があり、ひいては受診率の低迷をもたらす可能性があ

る。検診関連方策の確実な実施を行うことでがん検診受診率が向上できる可能性がある。

（1057 字） 
 






